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        「やっぱり夏希は胸小さいね」

        行為中、夏希の夫である彼は苦笑いでそう言った。

        夏希は確かに小柄であり、胸のサイズも大きくなく、せいぜい片手の指先で揉める程度しかなかった。しかし、小さすぎるほどでもなく、彼と出会うまでは、いや、彼に『小さいね』と言われるまでは、大して気にもしていなかったことだった。

        「大きくなったらいいね」

        何度目だろう。

        そう言って彼は悪びれもなく、夏希の小ぶりなその胸を揉みしだく。

        彼は夏希を傷つけるつもりで言っているどころか、むしろ親切心や思いやりでその言葉を繰り返していたのだから。

        夏希本人は特に気にもせず過ごしてきていたが、やはり何度も指摘されると、気になってきてしまうもので。ここしばらくは、夏希にとって自分の胸は小さなコンプレックスの一つになりつつあった。

        　

        「いらっしゃい、夏希」

        真昼はいつもの優し気な笑顔を浮かべて玄関から顔を出し、夏希を出迎えてくれる。

        夏希は真昼に導かれるままに、どこか落ち着かせてくれる匂いのするその家に上がりこんだ。

        真昼は夏希より少し身長が大きく、どちらかというと清楚系の美人である。中学からの付き合いだが、真昼はまさに才色兼備のそれで、学生時代から男子からよくモテた。可愛い顔立ちだった夏希も、引っ込み思案な面があったので、教室で何度真昼に助けられたか知れないほどだった。

        同い年でずっと親友同士だった二人は、お互いが二十六になり、夏希が結婚した今も、よく家に招き合ったり、ショッピングに行ったりする関係だった。

        真昼は、学生時代から夏希に恋愛感情を持っていたが、その気持ちを伝えることもなく、寧ろ誰よりも夏希の恋や結婚を応援し、見守っていた。

        家に上がった夏希は、リビングにある二人掛けには少し大きめのソファに腰掛けた。

        その位置は、テレビを見るにもよく、キッチンでお昼ご飯を作る真昼の後ろ姿を目の端で眺め見るにもよく、毎回の彼女の定位置であった。

        そこでいつも、夏希は真昼に独り言のように語り掛けるのだ。

        時には、嬉しかったこと、時には愚痴。学生時代の思い出を思い返すこともあった。

        真昼はお昼ご飯の支度をしつつも、優しくそれに応え、頷き、笑いあう。

        二人はこの時間が大好きだった。

        そう、今日は、なんとなく。夏希は愚痴を言いたい気分だっただけだ。

        「……彼に悪気がないのはわかるの。でも、傷つくのよね……」

        夏希は前から思っていた、胸へのコンプレックスと、夫の言動によって付けられてきた心の傷を真昼に打ち明けた。真昼があまりに優しく頷き、続きを促すものだから、長い間誰にも言わなかったことがポロポロと零れて、言うつもりもなかった夫とのセックスの最中のことまで、様々なことを言ってしまっていた。

        真昼は手を止め、夏希の横に腰かけてゆっくり涙交じりに話す夏希の頭を撫でながら、夏希の話を静かに聞いていた。

        「…私は夏希の胸、すっごく好きだけどなぁ」

        真昼はそう言って、ごく自然な動作で、優しく夏希の胸に触れた。

        慈しむように、ゆっくり撫でるようにその小さな膨らみを二度、上から往復した。

        それは先ほどまで夏希の頭を撫でていたようにあまりに優しく、壊れ物に触れるようだったので、夏希もその行為をごく自然なものとして受け入れた。むしろ、その優しさにもっとずっと甘えたいとさえ思っていた。

        「……ねぇ、もっと、撫でて」

        未だに涙交じりな夏希は、『どこを』とは恥ずかしくて言えなかったが、そんな夏希に真昼は優しく笑いかけ、夏希が望むそこを撫で続けた。

        それは静かな時間だった。小さな膨らみはトクントクンと真昼に少し速い心音を伝える。

        「いい子だね。もっと甘えていいんだよ」

        そう言うと真昼はソファに深く座り直した。

        真昼は目を潤ませたままの夏希に手招きし、自分に背を向けさせて脚の間に座らせた。

        夏希の細い腰に右腕を回し、左手はまたその小さな膨らみをゆっくりと撫でた。

        お昼ご飯はサンドイッチと言っていたか、パンに挟むつもりだったのだろう薄い卵の焼いた優しい匂いと、真昼自身のふんわりした独特の匂いが夏希の鼻孔を支配した。

        抱きしめられたその安心感で、一気に堰せきを切ったように夏希は一層激しく泣き始めた。

        その間、真昼はずっと温かく夏希の全てを受け止めていた。

        しばらく経って夏希が泣き止んだ頃だった。

        「……夏希、聞いて」

        真昼は微笑み、夏希に語り掛ける。

        「夏希の胸、ううん、夏希の全部大好き」

        真昼は抱きしめた体勢のまま、小ぶりなその可愛らしい胸を下から持ち上げるように指で揉みながら、夏希の耳元で囁いた。

        まるで愛の告白のように、ゆっくり、一つ一つの言葉を噛みしめるように、真昼が言うものだから、夏希の耳は真っ赤に染まってしまう。

        真昼も学生時代から秘めていた想いをこんなタイミングで言うつもりはなかった。学生時代からずっと惹かれていた夏希をずっと傍で応援するだけで満足してきたつもりだった。

        しかし、悲しむ夏希を放っておくことなど、できるわけもなかった。

        正面を向いたままの夏希には見えなかったが、真昼の顔も真っ赤だった。

        「夏希、かわいい。好き」

        また溢れてしまう言葉。もう真昼には止めることすらできなかった。

        それどころか、夏希の細い腰を強く抱きしめていた。離さない、とでも言うように。

        そして、夏希の胸を弄る手つきは、先ほどの労わるようなそれとは違う、いやらしいものに変わっていた。ぐにぐにと指で感触を確かめるように揉みしだかれる胸。

        「……真昼……っ、あ……っ」

        身動きをすることすらできないぐらいに抱きしめられた夏希は、唯一抵抗できる術として与えられたのは言葉だけだった。しかしその口からは、嫌悪などはおろか、制止を請うものすら洩れることはなく、弱々しい喘ぎが零れるだけだった。

        「抵抗、しないの……？　止まらなくなっちゃうんだけど……」

        真昼は優しい言葉とは裏腹に、もはや止められることなどできないことは自身で自覚していた。興奮、背徳感、支配感……色んな感情が重なり合っていた。

        全く抵抗を見せない夏希に、真昼はついに服の中に手を入れ、ブラの上から夏希の胸のラインをなぞる様に撫でつける。より素肌に近くなった意識からか、また愛おしく、慈しむように優しい手つきに変わった。

        「……真昼……もっと……はげしく……愛して」

        そんな真昼にじれったく感じたのか、夏希は首を後ろに少しだけ傾け、そうおねだりした。

        そこでようやく初めて二人の視線が絡み、お互いの真っ赤になった表情を知ることになった。

        二人はしばらく見つめ合っていた。そしてそのまま惹かれ合うように、愛し合う者同士がするかのように唇と唇が重なり、間もなく真昼の舌が夏希の熱い口内に乱暴に潜り込んだ。

        いつもの優しい真昼とは似つかない舌使いの激しさに、夏希は混乱し、真昼の愛を受け止めることしかできなかった。

        「はっ……ふぅ……っ……んっ」

        どちらのものかわからない荒い息遣い。ぴちゃぴちゃと舌と唾液が絡む、いやらしい水音。

        キスの間も、真昼は夏希の望み通りに胸を激しくぐにゅぐにゅと弄り、その度に夏希の身体はびくびくと跳ねた。

        夏希の脚は、物足りないとでも言うようにだらしなくひらかれ、ピンクのフレアスカートが乱れる。無意識のうちに腰を小刻みに動かして、びしょびしょに濡れた秘部を下着越しにソファの布地に押し付けていた

        真昼も、片手では夏希の胸を弄りながら、もう片手は自分の下着の中に手を入れていた。

        「あ……っ、ひゃぁんっ……」

        唇を離して、向かい合うように夏希を座らせた真昼は、ブラのホックを外してやり、トップスを上にまくり上げてやる。夏希は恥ずかしがりながらも、やはり抵抗はしなかった。

        そこに現れたのは、白く可愛らしいピンっといやらしく勃ったピンクの乳首だった。

        刺激を今か今かと待ち望んでいるかのような淫猥な突起。

        真昼は誘われるかのように、それを口に含み舌先で転がした。それは熱い粘膜に包まれ、舌で弄ばれると、更に硬く大きくなり、強い快感を夏希に伝えた。

        「ひゃっ……んっ、あぁん……っあぁっっ」

        舌先で突起を乱暴に押し潰されると、夏希は一層大きく喘いだ。

        胸への愛撫だけなのに、まるでセックスのようだと思った。いや、夏希にとっては夫とするそれよりも、真昼に愛される方が心が満たされていたのは明白だった。

        夏希の腰は無意識のうちに前後に動き、いやらしく真昼を誘っているようだった。

        もっと夏希を虐めたい真昼はそれに気づかないふりをして、上半身だけを攻め立てる。

        「胸、弱いんだね。かわいい」

        真昼はちゅぱちゅぱとわざと淫猥な音を立てながら、ぷっくりと張った突起を苛める。

        「下も……さわって……ぇ、おねがい……っ」

        夏希は遂に耐えきれなくなって、真昼に向かって脚を大きく拡げた。フレアスカートがめくれ上がり、ピンクの下着がちらりと現れる。

        真昼は目の前に広がる淫猥な光景に、視界がぐらぐらと揺らぐ。

        このまま、なだれ込んでいいのだろうか。このまま、夏希に触れていいのだろうか。

        夏希の人生を壊してしまうことにならないだろうか。

        「……ごめん、どうかしてたみたい」

        急に怖くなった真昼はそう言って曖昧に苦笑いして、ソファから立ち上がる。どろどろに濡れた自らの下着と、ちらりと見えた夏希の蒸れた下着に気づかないふりをした。

        こちらを向くことなく立ち上がった真昼に、ソファに一人残されそうになる夏希は、その背中に手を伸ばすが、そうしたところで自分が彼女に明確に何を求めているのかもわからず、その手は真昼に触れることなく静かに空を切った。

        そのままやるせなくソファに沈んだ夏希は、覚束ない手つきで身だしなみを整えつつ、強く打つ心臓と強烈な快感の余韻でうまく纏まらない思考に戸惑うしかなかった。

        「昼ごはん、作るだけだから」

        真昼は振り返らずに夏希に告げた。また夏希は泣きそうな顔をしているのだろうと予想した真昼の、今できる最大限の気づかいだった。

        　

        しばらくすると、ホットサンドが二人分、リビングのテーブルに置かれた。

        真昼はやはり苦笑いで、夏希に「食べられる？」と尋ねた。

        夏希も潤んだ目を誤魔化すように弱々しく笑って、テーブルの席に着いた。

        真昼の作る料理は夏希好みで、いつもとびきり美味しいのだが、今日のそれは味を感じることすらできなかった。

        思いもよらなかった真昼の告白とドクドクと高鳴ったままの心臓、びしょびしょに濡れた自分の下着が夏希をひどく混乱させ、正常な思考を阻害していた。

        真昼の顔を見ることもできず、なんとも言えない時間が流れ、いつもより早く真昼の家を出た。

        　

        ※　※　※

        　

        帰宅した後、こと切れたように私はベッドに沈みこんだ。真昼の家からはいつも二駅を電車で帰るのだが、頭の整理をしようと三十分もかかる距離をゆっくり歩いて帰ったのだった。

        しかし、整理をするどころか、帰宅するころにようやく心臓が落ち着き始めたのだった。

        「……真昼」

        小さく名を呟くだけで、また心臓が熱くなる。

        触られただけなのにあんなに幸福に囚われたことがあっただろうか。あれほど愛おしく、誰かに触れられたことがあっただろうか。

        あんなに乱れた自分は今まで知らない。

        「真昼……真昼……」

        今までどんな思いで私を見ていたのだろう。自分の結婚を一番応援してくれたのは彼女ではなかっただろうか。劣情と愛情を押し殺して、優しさだけ、くれていたのだろうか。

        だとしたら、どれほど辛かったのだろう。もしかしたら、私のことを考えながら自慰をした日もあるのかもしれない。叶わぬ想いに泣いた日もあるのかもしれない。

        ぐるぐると纏まらない思考の中で、急激に真昼が愛おしくなって、止まらない。

        あれ程の愛欲を、真昼は私の為にひた隠しにしてくれていたのだろう。その秘密に気づいてしまい、今になって、狂おしいほどの慈愛と激しい情欲を真昼に抱いた。

        「真昼……っ、んっ……真昼……っ」

        乾いていたはずの下着がまた濡れ始める。

        いつの間にか、衣服も下着も脱ぎ捨て、疼く下半身と先ほどまで愛された双丘を夢中で犯していた。

        「……真昼……っ、ん……っ、あぁん……っ」

        先ほどまでの行為を脳裏に浮かべながら、真昼にされていると妄想しながら、自慰にふけった。今まで、これほどまで熱く、激しい自慰をしたことはなかった。

        指を遠慮もなく、欲望のままに押し込み、引き抜き、動かした。指と肌が当たって、ぐちゅぐちゅというほどに、動かした。発情期の獣のようだった。

        真昼は自分でする時、どんな風に弄るのだろうか。私のことを想いながらだろうか。

        もっと激しく？　もっと、もっと激しく？

        真昼のことを想いながら指を動かすと、どんどん指のスピードが上がっていく。

        ああ、だめだ、好きだ。

        この行為が、この激しさが、この愛しさが、真昼が。

        どうしようもなく愛おしくなって、すべてを犯してほしくなる。

        「真昼……っ、あぁん……っ、だめ……っ」

        絶頂が近づくにつれ、真昼を呼ぶ声に想いがこもる。

        気持ちいい。もっと犯してほしい。このどうしようもなく濡れそぼった下半身にも触れてほしい。

        「ひゃぁぁん……っ、だめなのぉ……っ、きもちいぃのぉ……っっ」

        真昼のことを想いながらする自慰は最高だった。腰がびくびくと跳ね、止められない。

        「あぁん……っ、きもちぃ……っ、真昼……もっとぉぉっ」

        きっと今頃、真昼も自慰をしているはずだ。お互いに相手のことを考えながらしているのだ。その切なさといやらしさに、また蜜壺を溢れさせる。

        乳首を摘み、くりくりとこねくり回す。ぴりぴりとした刺激が下半身を甘く痺れさせて、快楽に包まれる。

        「ひゃぁぁ……っ、好き……っすきぃぃ……っ」

        ただ「好き」とつぶやくだけで、脳が蕩けてひどく恍惚な気分になる。

        「真昼……っ、すき……っ、もっと、もっと気持ちよくしてぇ……っ」

        乳首を痛いほど弄りながら、蜜壺を穿る。今までこんなに激しい自慰をしたことなどなかったのに、身体が求めるように動いて快感を貪欲に求める。

        「あぁ……っ、イくぅ……っ、イっちゃうの……っっ、真昼……っ」

        愛液が溢れ、手の甲まで伝ってくる。

        絶頂が見え、一層激しく指を動かす。ぐちゅぐちゅと淫らな音が部屋に鳴り響き、耳からも犯される。

        「や……ぁぁっ、そんなに激しく……っ、だめぇぇぇっっ」

        自分で弄っているはずなのに、まるで真昼にされているかのような錯覚。強烈な攻めに逆らうことすらできずに、私は身を任せることしかできなかった。

        「イく……ッ、イっちゃうのぉぉ……ッッ！」

        びくびくと大きく身体を震わせ、絶頂に達した。

        味わったこともないほどの快楽の余韻と幸福感に困惑しつつも満たされていて、そのままベッドに身を委ねた。

        　

        ※　※　※

        　

        『ごめん、急に電話して』

        寝る直前だった。布団に入り、ベッドに横になった時だ。

        ここ数日、ずっとほどけないほど絡めるように、真昼の脳内を支配していた夏希からの電話だった。

        いつものように夏希のおっとりとした優しい声は、真昼の胸を高鳴らせたと同時に、不安にさせた。

        先日のこと以外に、夏希がこのタイミングで自分に電話をかけてくる理由が思い浮かばなかった。拒絶され、関わることを拒否されるのではないか。ここ数日は、そのことばかり考えて、何も手につかなかった。

        『……この間のことなんだけど』

        少し間を開けて、息を吸い込むような音が聞こえてくる。

        私は静かに夏希の言葉を待ち、黙った。夏希の要件はやはり先日のことだった。どんなことを言われたとしても、受け入れる覚悟を決めなければいけなかった。

        『多分、私……真昼のこと、好きなんだと思う……』

        それは、真昼が想像した言葉とはまるで反対のもので、脳の処理に幾ばくかが必要だった。

        曖昧に、戸惑いながら、夏希は真昼のことを「好き」だと言った。

        今までに何度も聞いた「好き」とは明らかに意味が違うことぐらいは聞かなくてもわかる。夏希は、自分のことを友人としてではなく、愛する対象として見始めているのだ。

        いっときの気の迷いかもしれない。

        夏希の身体が自分を求めているだけだ。心の拠り所が自分だっただけだ。

        そうでも考えないと、このまま夏希を自分のものにしてしまいそうだった。

        また曖昧に苦笑いして、自分を誤魔化すことしかできない。

        『真昼のこと、好きなの』

        小さい声だったが、夏希は今度ははっきりとそう言った。

        これ以上、私を惑わせないで。

        「焦ることないよ、ゆっくり考えよう、ね？」

        夏希を宥めるようなその言葉は自分に言い聞かせているだけだ。

        『……真昼のこと考えたら、胸が苦しくなって、抱きしめてほしくなるの。……今だって、濡れてるの……』

        夏希の熱い吐息が自分の脳に直接響く。どんどん何も考えられなくなっていく。意識が持っていかれそうになる。このままの流れに身を任せてしまいたくなる。

        太ももを擦り合わせているのだろうか、イヤホン越しに布擦りの音も聞こえてくる。

        あぁ、こんなの、耐えられるわけがない。

        無垢な夏希の想いが、遂に真昼の理性を押し崩し始める。

        脳にこびりついた熱い何かが、口からドロリと吐き出されるような息の詰まる感覚。

        真昼の下着ももう、びしょびしょに濡れていた。

        もう、早くこの煮えたぎる塊をすべて吐き出して楽になりたい。真昼はパジャマのズボンの中に手を入れ、下着の上から燃えるように熱くなったソコを、押し潰すように乱暴に弄り始めていた。

        『真昼に、触ってほしいの……』

        僅かに残っていた理性は、夏希のその言葉によって儚く消えた。

        自分の中にあった熱い一朶いちだは脳から溶け出し、溶岩のように身体全体を取り囲んでいく。全身が熱くなって、発情期の獣のように、夏希のことしか考えられない。

        「……夏希のえっち」

        人のことなど言えなかった。自分だってもう、おもらししたかのように濡れた下着をも脱ぎ捨て、直接ソコを慰めていたのだから。

        『……っひゃ……ぁ……っ』

        純粋で、それでいて肉欲に正直な夏希は、私の言葉に敏感に反応し、声を上げる。

        なんて可愛いんだろう。今すぐ抱きしめたい。キスしたい。むちゃくちゃに感じさせてやりたい。愛し合いたい。

        「エッチって言われてまた濡れたの？」

        可愛すぎて苛めたくなってしまう。自分の言葉で夏希を狂うほどに気持ちよくさせたい。

        『んぅ……っ、ぁぁ……っ』

        やはり夏希は想像以上に淫乱で、マゾの素質があるようだった。

        優しく苛めて、自分だけのものにしたい。可愛い夏希を、焦らして、赤面させて、おねだりさせて、そして、イかせてあげたい。

        「もう触ってるの？　淫乱だね」

        布擦れの音が大きくなってきて、きっと夏希もその身体に触っているのだろう。

        『んんっ……ッ、あぁ……っ』

        図星だったのか、夏希の喘ぎ声は大きくなった。

        イヤホン越しに夏希の息が上がっていくのがわかる。今まで知ることもなかった淫乱な姿を見せる夏希に、言いようもないぐらいに興奮して、こちらの息まで上がっていく。

        『……真昼……っ』

        必死に、まるで愛おしい人を呼ぶように自分を求める夏希に、ぐらぐらと理性が崩れていく。

        どれだけ夏希を想って自慰をしてきただろう。妄想の中で、彼女を自分の手で幾度となくイかせてきた。学生時代は、夏希の写真をオカズにし、貸したタオルに残る汗のにおいに肉欲を任せたこともあった。その激しい愛欲は大人になってからも、夏希が結婚してからも変わることはなかった。家に訪ねてきた夏希が帰った後、彼女が座っていたソファで、彼女が使ったグラスに口づけながら、彼女の僅かな飲み残しを口内で転がしながら、自慰をしていた。

        彼女を応援し、諦めることを言い聞かせながら、全く諦めきれていなかった。二人で出かけている時も、夏希の身体や匂いに興奮し、下着を濡らしていたことだって少なくなかった。

        しかし、叶うことはないとわかっていた。この前もタガが外れてしまっただけで、夏希に嫌われることはあっても、まさかこんな風になるなんて思ってもみなかった真昼は戸惑い、混乱した。

        しかし、渇望していたシチュエーションを前にして、真昼がその欲望を自制することなどできるはずもなかった。一瞬の気の迷いであろうと、自分を、自分だけを、夏希が求めてくれているその事実が、真昼の長年の理性を根こそぎ奪い取ったのだ。

        「もっと、弄っていいんだよ。……もっと気持ちよくなろ？」

        服を脱ぎ、Ｍ字開脚するように指示する。

        しばらく経つと、できたよ、と恥ずかしそうな声が聞こえてきた。

        「いい子だね。じゃあ、ぐちゅぐちゅってしてみようか。もうびしょびしょに濡れてるんでしょ？」

        そう言うと、あぅ、と恥ずかしがる声が聞こえてくる。

        「ぬるぬるの愛液掬って、いっぱいナカで指動かしてみて？」

        そう指示すると、夏希は、わかった、と小さく呟いて、弄り始めた。

        『……っ、ひゃぁぁ……っん、んっ、すっごいぬるぬるしてるのぉ……っ』

        ぐちゅぐちゅとイヤホン越しに夏希が夢中で弄る水音が聞こえ、興奮する。

        自分の手も無意識に激しくなっていく。

        『きもちいいよぉぉ……っ、ゆび……っ、ここ……すきぃぃっっ』

        イイところに当たったのか、必死になって喘ぐ夏希。いやらしい水音も更に激しくなり、耳を澄まさなくても聞こえるぐらい大きくなってきた。

        「もっと、もっと激しくしていいんだよ……っ？」

        もっと乱れた夏希が見たい。純粋だと思っていた夏希がどれほど淫猥な女になるのか、見てみたい。

        『激しく……っ、激しくするの……っっ！　ひゃぁぁ……っ、あぁぁっっ、んっ……あぁぁっ』

        夏希の喘ぎ声はどんどん大きく、そして淫らになっていく。

        今まで自慰をしていた時の妄想の中の夏希とは似つかないその淫乱ぶりに、真昼はひどく興奮し、自らの性器を遠慮なく穿った。

        「夏希のえっち……っ、すっごく可愛い……っ、あぁんっ」

        こんなに淫乱だったなんて知らなかった。もっと、ずっと、一緒にしていたい。

        夏希を自分のものにしたい。

        二人分の水音が耳に響き、大きな快楽の波が押し寄せてくる。

        『イク……っ、イっちゃう……っ！　真昼……っ、私……イくのぉぉっ!!　……』

        その切羽詰まった夏希の声に興奮し、こちらも絶頂が近づく。

        「私も……っ、イキそ……っ、夏希っ、一緒に……イこぉ……っ？」

        くちゅくちゅと夏希の愛液の混ざる音がより大きく響いてくる。

        一緒にイクんだ、と思うと、ずっと今まで片想いで自慰をしてきた真昼にとっては、それだけで幸せだった。

        『イク……っ、イクっっ!!』

        もうそれがどちらの声かもわからないほどに、息が詰まるほどに激しく喘いだ。

        「ん……っっ、あぁぁ……っっっ!!」

        びくんびくんと身体が痙攣し、絶頂に達する。

        張り詰めた糸が切れたように二人ともが息を大きく吐き出し、ベッドに身体をあずけた。

        息を整える間、二人は話すことはなかったが、しかし、温かな幸福感に包まれていた。

        『真昼……好き……』

        しばらく後に夏希は小さくそう言って、そのあとすぐに、疲れてそのまま寝てしまったのだろう、彼女の可愛らしい寝息が小さく聞こえてきた。

        「……おやすみ」

        すやすやと眠る夏希に一層の愛おしさを感じながら、真昼もすぐにその後を追ってベッドに沈んだ。

        　

        数日後の夜。夕飯を食べ終わり、風呂にでも入ろうかという頃合いだった。

        こんな時間に誰だろうか、玄関のチャイムが鳴ったのである。

        玄関の扉をあけると、そこには雨に濡れ、涙で顔をぐちゃぐちゃにした夏希がいた。

        「……夫が……」

        どうしたの、と挟む余裕もなく、夏希は真昼に縋るように抱きついた。

        真昼は戸惑いつつも夏希の頭を撫で、続きを促した。

        「夫が……夫が……浮気していたの……！」

        夏希はそういうとぎゅう、と一層強くしがみついた。

        詳しく聞くと、夫が別の女といるところを偶然見てしまったと言う。それを夫本人に問い詰めると、本当だったらしく、離婚届を叩きつけて出てきたらしい。相手の女が巨乳の女だったことが夏希の許せない部分だったようだ。

        「……ねぇ、私、真昼がいい……っ」

        いくら夫の言葉に傷ついていたとは言え、夫に浮気されて平気なはずがない。

        「この前も言ったけど、それは気の迷いだよ」

        こんな時にまた、理性が真昼を留めてしまう。

        「違う！」

        普段、声を張り上げることなどない夏希が、真昼をまっすぐ見据えてそう言った。

        目は潤み、赤くなっている。

        「……夏希……」

        夏希の意志の強さに一瞬気圧され、そしてその勢いに緊張がほどけ、真昼は優しく夏希の瞼に唇を落とした。そして、意を決したようにひとつ大きく息を吸い込んで夏希の顔を覗き込んだ。

        「後悔しても、知らないから。……ずっと愛してあげる」

        それだけ言うと、真昼は恥ずかしさを隠すように、目を閉じ、夏希の唇と自分のそれを重ねた。

        

        　

        　

    

    
        ビブリオ・オルゴール　 有栖川飴璃

        

        　

        　

        九月の図書館というのは、冷房も暖房も特別使用していないのに、適温を保っている。ひんやりとしているような空気と、ウッドスタイルの内装がぬくもりを与えてくれるからかもしれない。土曜日の昼下がり、学生や幼児を連れた母親が静かに時間を過ごしている。

        大空明美の忙しない歩行が、些か不似合いなくらいだ。

        現在抱えている仕事の資料を探しに来たのだ。明美の就職先は、二十歳になってから四年間変わらず、陶器を扱う会社だ。今回はボタニカルなものを折り込もうという話に決まり、植物図鑑を借りに来たのである。セルフレームの薄い眼鏡が知的な印象。肩を掠かすめる長さに揃えた艶のある黒髪が、棚の下を見ることで、頬に一房垂れる。片耳に流すように掛けて、手を動かした。バレリーナのように滑らかな指先で辿っていき、目的の本を見つけ、背表紙に迷わず手を伸ばした。

        「あ」

        「あれぇ」

        明美の思わず漏れた声と、間延びした言葉が同時に聞こえた。

        御手つきをした形で、重なる二つの手。慌てて、隣を見た。そこには、亜麻色の髪をふわふわさせた、眠そうな女性が佇んでいるではないか。金木犀によく似た香りが、空間を包み込む。彼女のつけているフレグランスだろうか。それとも、シャンプーか。明美は、無意識の内に匂いの元を追った。しかし、それはほんの一瞬。

        「えっと……どうぞ」

        先に本に触れたのは明美の方らしく、手は下に置かれていた。しかし、元来の気弱さから思わず譲ってしまった。女性は、垂れ気味の大きな瞳を丸くして、こちらを見ていた。差し出された植物図鑑を前にして、ようやく口を開く。

        「いいの？」

        問いかけに対し、明美は浅く頷いてみせる。両手で丁寧に受け取って、その女性は微笑んだ。

        「ありがとー……」

        なんだか、不思議な雰囲気のある子だな。

        そんな風に思いつつも、明美は会釈をしてからその場を離れる。代わりに、食器に関する歴史を纏めた本を二冊借りて、図書館を出た。

        　

        先程の一瞬を思い出す。自分の手に触れた、もうひとつの体温。

        彼女の柔らかな毛先。そして、そこから漂う、甘い匂い。心臓が、鳴る。

        「……？」

        明美は急に早まった脈へ首を傾げつつ、自宅へと到着した。

        「ただいま」

        一人暮らし、当然、返事は無い。靴を脱ぎつつ、集合ポストに入れられていた郵便物を確認する。水道代の請求に、電気屋のチラシ。それから。

        「わあ、懐かしい」

        かつての六年二組の卒業生へ宛てた、同窓会の葉書。昔に撮った集合写真が、申し訳程度に印刷されている。迷わず出席を決めると、手帳にスケジュールを追加した。

        　

        風呂から上がった明美は、身体にタオルを巻きつけ、ベッドに横になる。

        若い身体は肉欲を持て余していた。後で寂しくなるとはわかってはいるけれど、今日も手が胸元に向かってしまう。

        布越しの感触。存在感の薄いバストだが、下から持ち上げてやるように動かすと、背筋が震えるほどに、いい。いつもと違う入浴剤を使ったからだろうか。少しだけ、先ほどの女性の香りがする。匂いの粒子は、金属を弾く音符のよう。動きはやがて大胆になり、下腹部へと指を進めていく。普段は凛として清楚な雰囲気からは想像もできない行為。眼鏡を外し、視界がぼやけているのもあってか、曖昧な表情がなまめかしい。奥へは押し拓かず、手前にある膨らみを優しく撫でた。

        「ん……っ」

        火照った身体が過敏に反応する。少しずつ動かす手を速めていく。タオルを噛んで、声を我慢した。それでも、流れ出る快感は止められないらしく、腿に伝う。腰が淋しそうに、泳いだ。

        「う、んん……ッ、あぁ」

        仰け反り、両足の爪を丸めて達した。

        　

        同窓会の会場は、駅近くの居酒屋で行われた。皆、懐かしさを抱きながら酒を煽り、程々に出来上がっていく。

        ……ん。あの人、どこかで。

        明美が、頼んだばかりのウーロン茶を店員から受け取りつつ、あることに気付いた。ふたつ隣の小上がり席の女性。

        そうだ、図書館で会った……っ。

        オフショルダーのふんわりしたワンピースを愛らしく着ている。スタイルの良い美人。気がついた途端、女性から声をかけられた。

        「あれぇ、おねぇさんって、この前……？」

        「え……？」

        隣に擦り寄ってきて声を掛けられ、顔を上げる。すると、ウェーブヘアをハーフアップにした女性が微笑んでいた。それは紛れもなく先程まで明美の関心を独り占めしていた、彼女。明美は少しばかり逡巡したが、咄嗟に出た言葉は、たった今気付いたという風を装うものだった。

        「あぁ、図書館の……！」

        冷静な表情に少しだけの驚きを載せた明美は、己の名演技に拍手したくなる。多少ぎこちなくても、相手はそこそこ酔っ払っているようなので、どうとでもなっただろうけれども。女性は、にこやかな笑みを見せつつ、両掌を鳴らして合わせる。

        「あの時もね、誰だったかなー……なんて、気になってたんだよぉ」

        同級生だと判った途端、人懐っこい笑顔で話してくれた。仔犬のような、子供のような。

        「元六年二組、です。えっと、大空明美」

        頭を垂れて挨拶をすると、彼女はへらりと笑う。

        「私、市橋陽子。解る？」

        「陽子ちゃん！」

        名前を教えられて、すぐに当時のことが蘇った。少しふっくらした頬を持ち上げて笑い、大きな瞳を細める。陽子は、クラスでも目立つ女子だった。その頃の華やかな印象は今でも変わらない。

        「あんまり話したことないのに、覚えてくれてたんだー」

        「陽子ちゃん、目立ってたから」

        「えー、なにそれぇ」

        二十代になっても変わらない無邪気な笑顔。すぐに二人は打ち解け、お互いの近況を話し合っていた。明美は陽子から勧められて、カクテルを一杯だけ口にする。甘くとろりとした味わいに、すぐ酔いが回った。それに伴うように、快活になっていくお喋り。

        陽子はこの後、家に来てほしいと言う。陽子の住いは明美の家からそう遠くない。コンビニで缶チューハイをちゃっかり購入して、飲みなおすことにした。

        メゾネットタイプのお洒落なハイツ。中に入ると、彼女の香りが仄かに充満している。そして、壁一面に愛らしい手書きのイラストが貼られている。居酒屋で聞いた話だと、陽子は現在、絵本作家として活躍中。ふわふわの雰囲気が子供向けなのだろう。

        酩酊状態の明美は、いつしかウトウトしていた。ふと気づくと、陽子に寄り添っている自分が居た。もたれるようにして肩を並べ、ラグに座っている。

        「……明美ちゃん、ちゅーしよ？」

        どうして、と問うことはしなかった。ただ、帯びた熱を静めたくて、頷く。唇を重ねる二人。

        「……ん、あ」

        体温がすぐに混ざり合い、舌が歯列を撫でた。

        「ふ……っ」

        深い接吻を味わったことのない明美は、呼吸も浅く興奮の一途を辿る。陽子は、明美の衣服越しに胸を触った。小さく目立たないバストながらも、形はよくハリがあることが伝わる。時間が惜しいというように、服の中へと両手を差し込み、ブラジャーのフックを取った。その間もキスは続き、唾液が明美の顎を伝う。

        「あ……ふぁ」

        唇はやがて、胸の先端にある色付いた紅い果実に。上を向いているそれを口に含まれ、明美はびくっと両肩を震わせた。

        「んー、感度いいね」

        茶化すように言われ、顔を上気させる明美。普段はあまり飲まないアルコールも入ってのことだろうが、しかし、元より身体が敏感なのは事実であった。丁寧に衣服を脱がせ、犬のように舌を這わせていく、陽子。

        あまりにもぺろぺろと舐めるので、時折身を捻り抵抗を見せる。しかし、陽子はそれを許さず、両の掌を自分の指で簡単に塞いでしまう。染み一つない真っ白な、明美の肌理きめの細かい肌。

        「……あぁ、んっ」

        逃げるように嫌々と顔を左右に振る。陽子はそれを上目で確認するけれど、取り合ってはくれない。それどころか、嗜虐心を刺激されていくのか益々執拗に舌を這わせる。

        「甘い、明美ちゃんの身体」

        じんわり浮かぶ汗の玉すらも、陽子は砂糖菓子のように感じていた。

        明美は耳にした声が予想より熱を帯びていることへ、ジレンマを感じた。肉体が、もっと、と手招きをしている。

        もっと、大きな快楽が欲しい。

        生娘の明美だって、もう大人である。

        どうすれば、自分の荒ぶった欲を満足させることが出来るか、知っていた。

        だけれども、おいそれとそれを口には出来ない。

        「これも、脱がすよ」

        舌を離し、身体を浮かせた陽子は、パンティーに手を掛ける。クロッチには既に少々の愛液がついていた。粘り気のある、透明の滴。

        「いい匂い」

        驚いたことに、陽子は布地に鼻を寄せて、香りを確かめたのだ。

        「陽子ちゃん、やめて」

        堪らず、取り上げようと手を伸ばすが、ひょいとかわされてしまう。明美に跨るような、馬乗りの状態で陽子は、不敵に笑った。

        「明美ちゃんってば、怒ってる」

        「そんなことないけど……」

        「もー、怒らないで。ごめんってば」

        陽子の笑顔が、少々当惑の色を浮かべた。詫びのつもりなのか、陽子が再び明美を責め立て始める。

        アンダーは、沿うように。肋骨を確かめて。恥骨が思った以上に気持ち良くて、明美は腰を浮かせてしまう。それは目に見えて、感じている女の姿であった。煽情的でありながら、無垢な少女のように、あどけない。陽子は、明美の悶える表情を盗み見つつも、舌先を巧みに動かす。

        「ここ、好き？」

        そもそも、恥骨という名前が、どうかしている。

        恥ずかしい骨、と書くなんて。

        明美は既に蕩けきっていて、もはや何も考えられなくなっていた。

        「どう、好きでしょ……？」

        「……ん」

        羞恥心から浅く頷くだけの明美を見て、嬉しそうに微笑む陽子。そして、太腿を優しく撫でた。指の腹で、擽くすぐるように。

        「あ、あぁ」

        右脚の付け根をやや押すように触った後、茂みを手の甲で摩さすり、左脚へ。

        一瞬、待ち侘びた刺激を与えられると期待したのに。

        明美は空振りした希望を燻ぶらせ、陽子を見遣った。彼女は、何食わぬ顔で明美に触れている。恐らく、わざとだろう。

        そしてまた、右脚に触れていく。その微かな接触は、重なり合う機微の中でかなりの好さを与えてくれる。段々と、毛先には分泌した水分が絡まり、焦らされる。それでも決定打を与えられない為、明美は遂に我慢出来ず、口を開いた。

        「……陽子ちゃん」

        「うん。なに、明美ちゃん」

        名前を呼ぶだけで、続きを言わない。それに対し、飽くまで冷静な返事を繰り出すだけの陽子。明美は少しばかり、泣きたくなった。悔しいわけではない。悲しいわけでもない。ただ強く思うのだ。核心を突いてほしいと。明美の大きな欲求はその勢いを維持し、言葉が抵抗なく外に出る。

        「陽子ちゃん、触って……！」

        待ってましたと言わんばかりに、陽子は途端、花園を押し拓く。

        「あぁ」

        爪を少しだけ立てられる。だけどそれはデリケートなそこを傷付けない、優しい刺激。

        ぬるりとした感触。細い指など、簡単に受け入れてしまう。陽子の体温は、あたたかな内部に溶かされた。

        「動かすね」

        「ん……っ、あぁッ」

        火照った明美の身体を揺する陽子の手付き。気持ちがいい。快楽を追うことが、楽しい。明美は、陽子の胸に抱かれながら、達するまでの時間、永遠を望んだ。

        「どう、明美ちゃん」

        「う、ん……っ」

        コクコク頷き、与えられる快感が素晴らしいものだと伝える。そんな様子を見て、陽子は微笑んだ。

        　

        明美と陽子は、その日からたびたび会うようになる。

        「あの映画、来週には来るって。明美ちゃん、観に行こうよ」

        「でも、確かホラーも入ってたよね。私、少し苦手かも……」

        日が暮れ始めた空の下、他愛のない話をする。手を繋ぐでもなく、少し曖昧な距離を保ち、歩く。待ち逝く人達の中には、カップルも多い。それがどこか痛痒く、明美は時折意味もなく視線を足元に向けた。

        決まって、別れ際には触れるだけの口付けをする。だけれども矢張り二人は付き合うわけではなく、それ以上の行為もあの日以来していなかった。どういう関係性なのだろうかと、明美は何度目かのキスを重ね合わせながら、考える。

        「……ん、じゃあね」

        「うん。……また、今度」

        陽子からの温かな香りを受け取った後、帰路につく。心にあるのは、小さな穴。

        なんだろう。何か、痛いような……。

        家に着いても、それは代らない。寧ろ、大きくなっていくようだ。明美は、ルームウェアに着替えもせず台所に立ち、夕食の用意を始める。その間も、妙な気持ちが続く。空洞なのに、棘が占拠しているような感覚。そこにちらつくのは、いつだって。

        ……陽子ちゃん。

        彼女に会いたい。そう思った途端、パスタを茹でていた手が止まった。驚いたことに頬を一筋の涙が伝っていたのだ。それを自覚したと同時、嗚咽が漏れる。

        陽子ちゃんに、会いたい。

        辛うじて火を消し、財布も携帯も持たず、飛び出した。勇気の必要なことを、しようとしている。込み上がってくる感情に、名前をつける。ただそれだけのことだけれども、とても難しい。今、走りながらも明美は逃げてしまいたい葛藤に襲われる。でも、もうこの気持ちを隠すのは嫌だとも思った。

        だって、私は……。

        陽子の家に着く頃には、日はすっかり沈んでいた。空気も冷たい。指先だけ、燃えたように熱い。肩で息をし、明美は呼び鈴を押した。インターホンにはカメラが付いており、扉の向こう側から気配がする。慌てたような駆け足。ドアが開いた。

        「明美ちゃん、どうし……」

        驚いた陽子の顔。明美はその表情すら逃すまいと、力強く抱き締めた。

        「……私、陽子ちゃんが……っ」

        再び涙がこみ上げてくる。明美は、白く舞う息に混ぜ合わせ、唇を耳に寄せた。

        「……好き、です」

        息を呑む音がした。波打つ長い髪の毛からは変わらず、甘い匂いが漂っている。首筋に伝ってきた滴に、明美は目を丸くした。身体が離れる。すると、陽子は笑いながら泣いていた。

        「うれしい……」

        首を横に振った明美を見て、今度は陽子が抱き着いてきた。

        どちらともなく口付けを交わしながら、二人の姿を隠すように扉を閉めた。

        　

        ベッドの上で、二人は互いの服を脱がせ合った。明美の不慣れな手付きも、陽子は嬉しそうに待っていた。裸になった明美をシーツの上に寝転がし、白い肌へと触れていく。

        「待って、陽子ちゃん。私も、陽子ちゃんのこと、良くしたい」

        少し逡巡した後、陽子は自分も横になった。そして、胎児のように背を丸め、相手の恥部へ顔を埋める。抵抗はなかった。寧ろ、自分の舌で陽子が良くなってくれるのが、嬉しい。そして、明美自身もひどく具合がよかった。

        「あっ、ふ……んん！」

        「んちゅ……っ、ぷは。……あっ」

        慣れないどころか、経験のない感触を受けたり与えたり。それがジレンマを発生させつつ、細かい電気を受け取るようだ。無論、そんなものは錯覚だ。しかし、今は陽子を気持ちよくさせることだけに集中したい。

        「は、あ……ッ、陽子ちゃ、ん」

        気付けば、上に被さる陽子。明美は、あっさりとキスをされてしまう。二人の唾液やら分泌液やらが混ざり合い、不思議な味が喉を伝った。不思議と、不快感は生まれない。陽子の全てが愛しく感じる為か、受け取るものが総じて愉悦に成り代わるのか。

        陽子の指が、明美の敏感な箇所に宛がわれる。

        「……いい？」

        「うん、来て……っ、ああッ」

        既に用意の整った中心へと突き刺さる、二本の指。

        「明美ちゃん、平気……？」

        「あぁ……ん、大丈夫」

        「無理はしないでね。怖かったりしたら、言うのよ」

        恐怖もなければ、痛みも全くない。このまま正直に打ち明けるなら、久しぶりに味わった感覚に眩暈めまいがするくらいなのだ。それは無論のこと、快感という意味で。ぐちゃぐちゃぐちゃ。いやらしい音が、荒い息遣いの繰り返される部屋に響き渡る。

        「あぁ、ん……っ」

        「気持ちいいね、明美ちゃん」

        まるで、小さな子供を相手にするように言われる。それがどことなく、いけないことのように思えて、明美は顔を背けた。

        「……ッ、ふぁ」

        うっかりすると、浮いてしまいかねない腰。そして、自然と上がる、嬌声。陽子は目敏く、それを察していく。明美の様子を観察するような目付きで、口の端を上げ弧を描く。

        「ふふ。……淫乱だなぁ」

        とろとろに掻き回されながら辱められてしまい、明美は感じつつも少し躊躇う。陽子の指は深く奥を突き、そして時々浅い位置を引っ掛ける。

        「陽子ちゃん、いやぁ……っ」

        それが堪らなくて、おかしくなる。

        「へえ。……嫌、なの？　やめて、いいのかな」

        今になって気付いたことがある。肌を重ねる時の陽子は、普段よりもはっきりと物を喋る。

        「それが本当なら私、もう触らないよ」

        「……っ」

        そして、少しばかり意地が悪い。こんな恥ずかしいことを知られて、明美は余裕もないのに嬉しさから笑ってしまった。力無く、へにゃりと。予想外だったのだろう。明美のそんな表情を見て、陽子は不思議そうに瞳を丸くした。

        「んー？」

        どうかしたのかと、様子を窺う陽子。それに対して、明美は指先で明美の頬を撫でた。

        「ううん、だめ。……やめないで、陽子ちゃん」

        「明美ちゃん……。可愛い」

        本の積み重なった、だけれども統一感のある整理された空間。そこで熱く絡み合う肢体は、艶めかしくも美しいものであった。

        「陽子ちゃん、すき」

        明美は、溢れる好意を舌足らずながら表に出して、口付けた。

        「私も、明美ちゃんが好きだよ」

        歯列を擽くすぐり、舐め上げられる唇。

        「んぅ」

        「……明美ちゃん、ほら」

        「よう、こちゃ……っ」

        二人の淫靡な香りに混ざって、陽子の仕事道具である水彩絵の具が匂う。部屋中に満ち足りる、不思議な空間。

        今夜は明美も、陽子に触れていた。それは、もう離さないという意思表示のように。大きな胸へ恐る恐る唇を寄せる。そして、赤ん坊と同じ仕草で吸い付く。

        「んっ、明美ちゃん……ッ。待って」

        逃げるような仕草を咄嗟に見せる。それがどうにも愛らしく感じた。明美は、もっと好くしたくて、夢中で舌を動かす。

        「あぁっ……！」

        陽子が、判りやすく反応した。

        明美は不器用な仕草で時折、軽く噛んでみる。

        「あっ……明美ちゃん」

        くにっ、としつつも少しの硬度を持つ突起。明美はまじまじと、自分以外のものを見たことはなかった。陽子のそこは、鮮やかな桜色で、つんと尖っている。赤ん坊のように口に含み、吸った。舌で乳頭の周りを舐り回し、手で揉みしだく。今度は、仔猫が親猫にするように、啜る。当然ながら、母乳は出たりしない。なのに、何故か。甘い味わいを、明美は感じた。

        「んーっ、うぅ……ッ」

        「陽子ちゃん、どうかな」

        「……いいよ、すごく……」

        明美の髪を撫であげれば、陽子が瞳を細める。その眼中に映っている自分を見て、明美は心の底から安心感を得た。そして明美の目にも、陽子が居る。今は、それが幸せ。その幸福感から、自然と奥が締まった。気付いた陽子は、追い込むように指を激しく動かす。

        「……あっ、あ！」

        小動物が鳴くような声を上げて、明美は白い喉を突き出す。陽子に対して、まだ悦楽を与えたかったのだが、それも叶わない。何も、競うようにしているわけではない。だけれども、明美は陽子に、もっと自分を教えていたかった。それを伝達したくて、噛みつくように、キスをする。辛うじての、抵抗に近い。

        「……ふ」

        そんな明美の気持ちを知ってか知らずか、陽子は口付けに意味を準なぞらえていく。

        「好きだよ、大好き……明美ちゃん」

        陽子の砂糖たっぷりな言葉に、明美の幼い意地は簡単に、絆ほだされていってしまう。

        「すきぃ……っ、私も……ッ」

        明美の返事を受けて、陽子は指の動きを細やかにした。その繊細でありながら、的確な上下運動に、明美の快感はもう臨界点を超えていた。

        「っ、陽子ちゃ……もう、私、だめぇ」

        「いいよ、明美ちゃん。いっぱい、気持ち良くなって」

        濃厚な重さを持つ声音で、耳元に囁かれる。その響きすら、水面を静かに荒らしていく。まるで、侵略者のようだ。穏やかだった明美の世界を、大きく掻き回す、陽子の存在。そしてそれを、受け入れてしまったのは、自分である。明美は、陽子の香りに身を宿した。

        「あ、あぁ……ッ！」

        腰を思い切り揺さぶる明美は、肉体の快楽に支配されてしまっていた。陽子の前では、取り繕う先から、色々なものを崩されていく。それを、遠くで理解していた。

        「陽子ちゃん……っ」

        「もう、限界かな。……明美ちゃん、ほら」

        「だめ、だめ。……ああっ」

        最後に見せた抗いは、寄せてくる絶頂の前に、なんの防波堤の役割も果たさなかった。陽子の、やけに幸せそうな微笑みが印象に、濃く強く残る。

        そうして、シーツを強く握りしめ、明美は果てた。

        　

        ふんわりとした布団に包まりながら、陽子はおとぎ話をしてくれた。耳に心地好い、陽子の声。そして、何の気無しにつけたラジオから流れるのは、静かなオルゴール。全てが眠気を誘ってくる。それでも、明美は陽子の聞かせてくれる物語に集中したくて、目を擦った。

        「それじゃあ、始めるねぇ」

        「……ん」

        うとうとし始めた明美の目蓋に唇を寄せて、陽子は始める。

        それは、小さなお姫様の話。お姫様は、いつもみんなから、意地悪をされていたの。クレヨンは折られてしまったし、絵本も破かれ毎日泣いて過ごしていました。

        そんな、ある日。別のお姫様が勇気を出して、助けてくれた。いつも大人しく、隅に立っていただけだったのに。

        それから、意地悪をされていたお姫様は自信を取り戻し、明るく笑えるようになる。まるで、最初から笑顔だったかのように。大きくなった二人は、会わなくなるのだった。だけど離れ離れだった二人は偶然、再会する。その時、笑顔を取り戻したお姫様は、漸く気付いた。

        ああ、私はこの子が、大好きだったんだ。

        本と絵具とオルゴールで飾られた、お城。二人がどうなったのか。

        それは……きっと、これから少しずつ紡がれていくのだろう。

        握られた掌は、こんなに近くにあるのだから。

        

        　

        　

    

    
        蜜愛ルーム　甘とろな二人の日常　　　佐和島ゆら

        

        　

        　

        「ただいまー」

        家に帰った途端に感じるのは、甘塩っぱい香り。

        台所で料理をしている凛子の姿が目に入る。

        凛子は彩花の声が聞こえたのか、こちらを見て、ふんわりと優しい笑みで

        「彩花。おかえり」と言うのだった。

        疲れたと言いながら彩花は凛子の側に行く。

        背中に伸びた黒髪のストレート。少し垂れ目な瞳。ぽってりとした桜色の唇。

        身長は一六〇センチを若干超えているから服が見つからないと言っているけど、実際はその胸が原因だろう。小ぶりなメロンぐらいのサイズで大きい。Ｅカップと聞いている。

        だけどスタイルはいいから、胸以外の体つきは細くスマートにさえ見える。

        今は小花模様のブラウスを着ている。それに青いロングスカート。芥子色のエプロンをつけて、せっせと調理を続けていた。

        　

        二ＤＫの部屋に彩花は凛子と二人で暮らしている。周囲に幹線道路があるせいで、部屋の壁は防音設備が整った部屋のように周囲の音が聞こえない。周りの音も聞こえないし、自分たちの音も聞こえないっていいねと二人で決めて借りた部屋だ。カーテンを閉め切り、少し薄暗い部屋で彩花は凛子のうなじに手をかけた。

        「もう少しでご飯だよ」

        凛子が声を潜めて言うと、彩花は小さく喉を鳴らした。

        「でも前に凛子、言っていたじゃない。煮物は時間を置いた方がおいしいって」

        凛子の唇の端に、彩花は一瞬口づける。凛子はうっすらと頬を赤くして、彩花から目をそらす。

        「そうだけど……そうなんだけど」

        彩花と凛子は交際して一年になる。同居しては三ヶ月ぐらいだろうか。大学のサークルの飲み会にＯＧの凛子がやってきて、そのまま仲が良くなり……そして恋人になった。

        彩花は凛子のほっそりとして、白磁のように滑らかなお腹をさすった。びくっと凛子は背筋を伸ばす。

        何度いじられても慣れないようだ。凛子は困ったように眉をひそめて、でも彩花の手を止めない。

        声をこらえて耐える。けれども声は抑えきれない。

        「……ひゃ……っ、あぁ……」

        わりとよく思うのだけれど、凛子は感じやすい。

        豊満な胸を持つ凛子と違って、彩花はどちらかというとスマートすぎるくらい胸がない。ただお尻の方は、いわゆる安産体型で丸みがとても綺麗だ。どちらかという凛子に比べて活発な彩花は、今日もショートパンツを穿き、赤いサマーセーター着ていた。どこか少年っぽさを感じさせる。髪型も明るい茶髪のショートボブで、大きな黒い瞳は凛子の反応に輝き、形の良い唇は、小さく笑みをこぼしている。

        「凛子……たまんないよ」

        溢れる感情をこらえきれず彩花は耳を甘噛みする。

        彩花と凛子が密やかに睦み合うのは珍しくない。

        今日だって些細な言葉でスイッチが入ってしまった。

        　

        彩花は帰宅後、大学から言われていた課題をこなしていた。専門書を眉間にしわを寄せて眺めている。専門用語が多くて難解だ。

        会社勤めの凛子は、休日だったのに、せっせと料理を作っていたらしい。彼女と暮らし始めて、格段に食事のレベルが上がった。凛子は自分の居ない日でも、彩花が困らないように、惣菜を作ってはタッパーで保存していてくれる。

        夕食まで時間があるからと、芥子色のエプロンを外し、彩花が勉強している机の後ろで凛子は雑誌を読み始めた。

        十五分ほどたった頃だろうか。急に凛子が声を出した。

        「ねぇ、彩花」

        「なあに」

        「最近、やっぱり忙しい？」

        「うーん、まあ……前期末だし」

        そこで凛子は小さく「そうだよね」と言い、ため息をついた。

        何かあったのだろうか。彩花は気になって、読んでいた専門書を閉じた。

        彩花は凛子の隣に座る。ベッドに腰掛けていた凛子は、びっくりしたように目を丸くした。

        「なんかあったのー？」

        「なんかと言われると特にはないけど……ただ」

        凛子は目を伏せた。それから彩花ではないどこか遠くを見るような目をした。そして、まるで子供が照れ隠しで言うような、ぶっきらぼうな声で言った。

        「最近さ、シてない気がして。それだけなんだよねー」

        あ、確かにと思った。彩花が大学で忙しくて、凛子が休みの日でも長時間外出することは多かった。

        「彩花たち、それなりに付き合い長いし……慣れちゃったかなと思って。それだけなんだけどね！」

        凛子は参ったなという感情を隠すように笑う。あまり凛子は人に対して悪く言わない。きっと自分に対して参ったと思っているのだ。もしかして彼女は不安なのかな……自分が外によく行くから……。

        そう思うと、うっすらとだが彼女の、彩花への執着というべきか。もしくはすがりたいような愛情を感じて、急に彩花の胸はズクンと痛んだ。もしキューピッドという存在が居たら、確実に彩花の心を矢で射貫いたのだろう。それくらい鮮烈な、ときめきだった。

        「……ねぇ、凛子」

        「なに……彩花」

        　彩花は彼女のふくよかな胸の膨らみをそっと押して、彼女を押し倒した。

        「えっ……え！」

        彩花は凛子の耳元に、彼女しか聞こえないようなくらい小さな声で言った。

        「凛子、可愛い」

        「やだ、恥ずかしい」

        「恥ずかしくないよー。可愛いって、凛子は」

        ぎゅっと抱きしめる。凛子の温かい体は冷え性持ちの冷たい彩花の体をふんわりと包む。

        何だろうなぁ、こんなに落ち着く気持ちは。好きってすごいなぁ……と彩花はこれ以上のことを考えてなかった。

        抱きしめて満足、それだけだった。でもそんな彩花を凛子は潤んだ目で見た。

        瞳が月を移した湖面のように輝いているように見えて、本当に綺麗だった。

        凛子は彩花に唇を重ねた。ぬるりと、舌が唇をなぞった。それはとても扇情的だった。

        彩花の中で、ぽん、と背中が押された。

        凛子は彩花からすぐに顔を離し、熟れたりんごみたいに耳を真っ赤にした。

        「ごめん……あの、そういうつもりじゃなくて」

        嘘。なんてわかりやすい嘘の常套句。彼女はそれが煽りになっていることに気づいていない。

        彩花は小さく笑った。

        「本当？」彩花は荒っぽく彼女にキスをした。

        　

        「やっぱ、凛子の胸って良いよねぇ」

        彩花が囁くと、凛子は明らかに照れながら身を捩る。

        「そんな、強く揉まないで……」

        「ええ？　どうして？」

        「どうしてって……」

        口ごもる凛子。追い打ちをかけるように

        「そんなうっとりした顔で言われてもなぁ」と彩花はくすくすと笑う。

        凛子は口では嫌がっているが、瞳は熱に濡れていた。感度の高い彼女のことだ、快感を感じていないと言ったら嘘だろう。

        それにしても本当に凛子の胸は触っていて気持ちがいい。マシュマロのように柔らかく、それでも掴めば弾力も感じる。

        二人は服を脱いでいた。白い裸身の凛子からは甘い香りを感じた。自分とは違う女の香りだ。ミルクのように甘い匂いだった。

        凛子の顎をそっと掴み、彩花は宣告するように凛子の目を見た。

        「凛子ぉ、一緒に気持ちよくなろぉ？」

        「う、うん……」

        彩花の昂ぶりに釣られたかのように凛子は頷いていた。自分より歳上なのに、素直な態度な凛子に愛らしさすら感じる。

        彩花は右手の人指し指を凛子のぷっくりとした唇の隙間から差し入れる。

        「舐めて」

        軽く言うと、凛子はゆっくりと舐めだす。傷つけないように最初は恐る恐るといった舌使いは、すぐにアイスキャンディーを食べるような、一生懸命さを伴ってきた。指先で感じる舌の感覚に、背筋がぞくぞくと微量な電気が走ったような刺激を感じる。彩花はこの波打つような気持ちよさの吐出し口を求めて、胸の上に置いていた左手を動かし始めた。胸を揉むだけではない。胸の先の蕾をいじり、じりじりと刺激を与えるのだ。

        「ん、んぅうう」

        凛子は狂おしげに声をあげた。ゴクリと凛子は喉の奥を鳴らし、食い入るように凛子を見る。ああ、やはり凛子は最高だと思う。

        この高く甘い、苦しそうな声が彩花にはたまらない。下腹部の奥がぎゅっと収縮し、深く息を吐くのだった。

        そっと口から指を出す。

        「彩花っ……強いっ……強いよぉ」

        凛子は小さく悲鳴をあげる。だが、彼女はわかってないだろう。その声は彩花を突き動かすように扇情していることを。そして凛子の声には、ちっとも不快感がない。快楽の波に襲われて、強い歓喜を覚えているのに、その波に戸惑っている。もっと、曝け出してほしいと思う。

        ぐちゃぐちゃになって、理性なんて快楽の海の底に沈めてしまえばいい。

        彩花は凛子の赤く膨らむ蕾に軽く噛み、それから悠々と舌で転がした。こんなこと、子供の頃は赤ちゃんだけがすると思っていた。

        大人になって女の胸を食むなんて、想像がつかなかった。ちろりと彩花は凛子を見る。

        「ふっ……うぅ、やっ、ぁぁ……」

        凛子は細かく息をもらしながら、こらえきれない感覚の悦びを声で漏らしている。

        こんな素敵なモノが見れるのなら、赤ちゃんみたいに胸を吸うことはとても楽しい。

        そろそろかな……。凛子は自由になっていた右手を凛子の太ももになぞらせた。

        びくっと明らかに凛子が反応する。彩花はその様子がたまらない。

        のんびりとした声でわざと聞いた。

        「……どうしたのー？　凛子」

        「あ……あ」

        凛子は胸をいじられた影響だからうまく言葉を出せない。かすかに息を飲む音がした。

        熱を孕んだ瞳でこちらを見ている。白い肌は熱で赤に染まってきていた。

        「どうしたの？　そんなに太ももを擦り寄せて……興奮してる？」

        「そんなこと……ふあぁ！」

        凛子が目を見開き、膝頭がわずかに揺れた。彩花はそんな凛子に、胸がぎゅっと締め上げられるような感覚に襲われる。

        いい感じだ。外も中も。

        彩花の中指と人指し指は濡れそぼった割れ目の中に入っていた。ゆっくりと指を内部でこするように動かすと、凛子は

        「あ……やぁっ、あ、うぅ、あぁ」

        堪えることを忘れたような嬌声をあげた。ナカはぬるぬるとしている。蜜壺という言葉がしっくりとくる。

        割れ目のナカで作られる潤滑液が指にまとわりつき、指の動きを促進する。最初はほぐさないといけないと思ったがそういうわけではない。だけど緩みきっているわけでもない。ぬるぬるとした凛子のナカは、きゅうきゅうと指を締め上げる。それがまた嬉しいから、彩花は凛子の弱いところをすりあげる。浅い、お腹の方の内側。

        ここをセめると凛子はおかしくなる。彩花は小さく笑みをこぼした。

        一方凛子は彩花の指の動きに腰をゆっくりと動かす。くねりとした動きは彼女の本音を表しているのだろう。だが、そんな二人の心地の良い愛撫のバランスは、彩花が裏切ったことであっけなく崩れた。

        「ひゃ、あ、あぁん……あ、彩花ぁ……！」

        凛子はみだらにも程が有るほどに甘い声を張り上げた。それも当然だろう。彩花が指を増やし、優しめにすりあげていた指の動きを強くしたのだから。きっと意識が飛びかけて、星がまたたくのを凛子は見たのかもしれない。

        「凛子。いい声だね……ぞくぞくするよ」

        「あぁっ……あやかぁ、おかしくなっちゃううぅ」

        指の締めつけはぐいぐいと強いものになる。秘肉のナカで行わる指の動きに凛子はいやいやと頭を横に振っている。けれども腰は感じすぎているのだろう。細かく震えていた。

        「おかしくなってよぉ……私の前だけでさ」

        彩花は凛子の首筋を舐めあげる。そして、ぐぅと指を曲げて、凛子のわずかばかりの理性を叩き折る。

        「あっ……やぁあ」

        凛子の声は一段と張り上げた。

        「んうぅうぅ、ぁあああっ！」

        その時の凛子の狂態は本当に頭に刺さるくらい鮮烈だった。

        彩花の指はぴしゃりと冷たい感覚に襲われたし、凛子はびくびくと体を震わせていた。

        口はほうけたように開いていたし、瞳は焦点を失っていた。

        なんて綺麗なんだろう。凛子のイっている姿は。彩花はたまらなくなって、凛子にすがるように抱きついた。

        　

        「どうかな……彩花」

        料理をどう判断されるのか気になるのだろう。

        凛子はそっと食事を差し出した。

        彩花と凛子はひとしきり「楽しんだ」後、食事をとっていた。

        帰ってきた時感じた甘塩っぱい匂いの正体は、塩を使った鶏肉の煮物だった。

        麹も使われているから、肉はほろりと崩れ柔らかい。

        それを一口食べて、口の中で鶏肉の旨みを感じると彩花は目を大きくした。

        「おいしい！　すごい、おいしいよ」

        グルメレポのように具体的な表現ができればいいが、彩花の脳ではそれが思いつかない。

        ただ箸の動きを止められなくなる。鶏肉と一緒に煮込まれた大根も食べて、何度も確信するように頷く。

        それを見て、凛子は「こらこら」と言った。

        「私の分まであるのよ。全部は食べないでね」

        「はーい。でもさぁ、すごいよね。凛子は料理上手！」

        これなら一人でもレストランのような食事を楽しめるのかもと彩花は思った。

        「でも一人では……そんなに頑張れないのよねぇ」

        そう口にすると、凛子は少し遠くを見た。それにきょとんと呆気にとられた彩花は、頭を傾げる。

        「料理のする人って、よくそう言うよねぇ……ご飯を作るってやっぱりめんどいから？」

        「うーん。それだけじゃないの。なんて言うか、なんて言うかねぇ」

        彩花の言葉に凛子は困ったように目を細めた。そしてぽつりと言った。

        「単純に、一人では物足りないのよ」

        　

        そんな日々もなんだか、遠い気がする。

        彩花は大学から帰宅している中、憂鬱になりそうな自分のほっぺを軽くつねった。

        凛子と昨日の朝からろくにしゃべっていない。今日を含めると二日だ。

        その理由の些細さもわかっているから、なおのこと、焦燥感に駆られた。

        話の発端は、おとといの夜更け頃。なんでああなってしまったのかと、つい彩花は意味なく遡っていた。

        彩花は大学の方が前期末になっていることもあり、テストや課題の作成などで追われていた。そのため二人で決めていた家事分担を怠ってしまった。それに凛子は憤慨してしまったようだ。

        凛子は生活をとても重視している女性だった。ちゃんとやるべきことはやらないといけないという、律儀さがあった。凛子に比べると彩花はそのあたりの意識が弱いといえるだろう。

        自分が悪いとは分かっていたが、彩花自身も大学のことで忙しく、凛子の怒りにまっとうに立ち向かってしまったのだ。お互いに引くことができなくなった喧嘩ほど手に負えないものはないだろう。

        「彩花、本当に私と生活をするつもりはあるの？」

        「あるよ」

        「でも、それを態度で感じられないわ」

        「だからそれは忙しいからだって」

        「でも……」

        「凛子だって、カリカリしすぎ。私のことを信じてないの……？」

        「そんなことはっ！」

        凛子は食いつくように言ったが、その時の彩花にはそんな態度の凛子に対し、冷静になりきれず

        「ごめん……なんか、私たちズレてるのかも」と言ってしまった。

        それが決定打だった。

        二人の間に冷たい壁が出来たかのような沈黙が降りたのは。

        それ以来二人は会話が出来ていない。

        　

        「……ただいま」

        彩花は家に帰った途端にそう言ってしまったから後悔した。

        凛子がいたらいつも「おかえり」と返事を返してくれたから、つい言ってしまう癖がついていた。

        確認はしてないが、今日の凛子は会社だろう。

        自分の言葉を聞かれなかったことに、彩花は胸をなで下ろしていたのだが。

        「え」

        その現状に彩花は一瞬言葉を失った。ぞんざいに放り出された仕事用の鞄。

        スーツもしわがつくなんて気にしてないかのように、床に転がっていた。

        机にはスポーツ飲料水と錠剤のから。そして凛子が布団に入って、荒く息をついている。

        「り、凛子」

        彩花は顔色の悪い凛子に寄り添う。息が熱っぽい。恐る恐る凛子の額に手を触れると、その熱の高さにぎょっとしてしまった。

        「彩花、帰っていたの……」

        「どうしたの、凛子っ。ひどい熱じゃない」

        「ああ……うん、風邪引いちゃったみたい」

        「風邪……」

        凛子は弱々しく笑う。

        「でも、これでもまだ楽になったの。熱がピーク過ぎたみたいだから」

        「そうなの……？」

        子供のようだと彩花は思った。凛子の異常事態に対応しきれず、凛子の言葉をよりどころにしかない自分を感じてしまう。

        「でも……ちょっと、お腹すいたかな。何にも食べずに寝ていたから」

        「じゃ、じゃあ！　私が何か作るっ」

        体をなんとか動かそうとする凛子を押しとどめる。とても凛子は動かせられない。

        それに凛子はすとんと体から力を抜かす。やはり急に動かすのは辛いものがあるだろう。

        凛子は部屋の隅にある棚を指さした。

        「あそこにレシピノートがあるの……おかゆで探してくれる？」

        彩花はその言葉に何度も頷いた。

        　

        彩花はレシピ通りにおかゆを炊いていた。

        土鍋でおかゆをつくるのは初めてだったが、火の管理さえ気をつければなんとかなりそうだった。

        だが今の彩花にはおかゆのことも大事だったが、レシピノートの内容も重要だった。

        ノートには料理に対しての彩花の反応が嬉しそうに書き留めてあったのだ……。

        　

        ――今日はおいしいと嬉しそうに笑っていた。私も嬉しい。

        ――今日はメインの魚より野菜がおいそうだった。下味の失敗かな、頑張ろう。

        　

        そんなことが書かれていて、彩花は思わず「嘘……」と呟いた。

        凛子はただ料理を作るのが得意で、好きで作っているという印象があったのに。

        実のところ、彩花に食べさせておいしいと言ってもらうことに、喜びを感じていたのだ。

        以前、一人では物足りないと言っていたのは……凛子にとって食事は、彩花とともにあって初めて成立するものだったのだろう。凛子にとって彩花はそれだけ……と思った時、彩花はぎゅっとレシピノートを抱きしめた。

        　

        「え……えっと」

        彩花は困惑して瞬きを何度も繰り返していた。

        それもそうだろう。凛子に押し倒されているのだから。

        あれから凛子におかゆを食べさせて、彩花は謝罪したことで、喧嘩は終わることが出来た。

        それから一晩休んで……翌朝、調子がよくなったと呼び寄せたので近づいたら

        「ふふふ、してやったり」

        そう、押し倒しながら、蠱惑的な笑みを浮かべる凛子がいた。

        「ど、どういうことかな。凛子……」

        熱っぽい凛子の視線をどうにかかわそうとするが、凛子はずっと追いかけてくる。

        そんな彩花の首筋にちろりと凛子は舌を這わせた。

        ひゃっと声が上がる。自分でも驚くほどに甲高い声だった。

        もしかして凛子、完全にスイッチが入っている……？

        凛子の行動にピンとくる。凛子は基本的に恥ずかしがりだし、控えめなのだが……時々たまらなくなると言ってスイッチが入るのだ。風邪を脱したことで心の扉が開放された可能性がある。

        凛子はとろんと目を潤ませ、彩花に唇を重ねる。そしてこじ開けるように舌を這わす。

        「ん、んぅ……んんぅー」

        舌の先をぎゅっと吸い上げる凛子。そのあまりの刺激の強さに彩花は目を見開いた。細やかな息を吐きながら、彩花は凛子に聞いた。

        「あ、あなた……風邪はもういいの？」

        「うんー……もういいのー」

        まだ体にほてりは残っている。風邪の残滓は残っているのではないだろうか。

        彩花の不安を打ち消すかのように、ふにゃりと凛子は笑った。

        「あさってまで休みにしたから、大丈夫よ」

        「それよりも」と凛子はパジャマを下着ごと脱ぐ。豊満な胸があらわになる。胸の先は赤く勃っていた。

        「体が苦しくて……ぐじゅぐじゅで苦しいの」

        凛子の甘えるような声に、彩花は一瞬目を見開いたが、すぐにまぶたを閉じた。

        嬉しいのだ。こんな淫らな凛子の姿は彩花しか知らない……こんなにあられもない可愛い「恋人」に、心を動かないわけがない。彩花は凛子の「欲しい」に応えるように、凛子の顎を掴んで唇を重ねた。

        　

        凛子は祈るように目をつむりながら、足を開いている。

        その顔は上気していて、さざ波のような快感を耐え忍んでいるのだろう。

        凛子の胸は彩花の唾液で濡れている。わずかな光源の下で、濡れた跡は密やかに輝いていた。

        へその穴をなめると、びくりと凛子は背筋を震わせる。

        「あ、あぁっ！」

        よほど弱いのだろう。触れる度に狂おしげな声を上げている。背筋を震わせる度に胸も震える。

        片手で揉みしだいていたが、追い打ちをかけるように力を込める。胸の突端も爪先ではじいた。

        「し、刺激が……あ、んんぅ」

        完全に溺れている。スイッチが入っているのもあるのだろう。今日の凛子はずいぶんと快楽に従順だ。

        股間も見て取れるくらい、濡れている。洪水と言ってもいいくらい、粘液が股に伝っている。

        「今日はすごく、素直ね凛子」

        「あ……うん、気持ちいぃ……」

        「今さぁ。どうなってるか教えてあげようか？」

        「え」

        「凛子のいやらしいところね。すごいの……ぐじゅぐじゅだよ。下のお口、開けっぱなし」

        秘裂に軽く指を入れ、ぬるりと愛液を掬う。それを見せつけると凛子は泣きそうに顔をゆがめた。

        「だって、イイんだよ……彩花ぁ。もう、おかしくしてぇっ」

        感度が高ぶりすぎているのだろう。凛子のキャパシティを超えているのだ。

        とめどめなく感じることは、あまりに天国のような、そして地獄なんだろう。それに自分が導いていると思うと彩花は心臓が高鳴りすぎて、自分も辛くなる。幸せはあまりに心地よく、楽しい。

        もっと凛子を、もっと凄いところに導いてやりたい。

        でも自分もたまらなく刺激が欲しい。

        指先を自分の割れ目に差し入れた。自分でもあきれるくらい、熱に帯びて濡れていた。

        指を折り曲げたところが、感度の高い部分だ。

        「ん、んぅぅ……あぁっ」

        声を出して快楽を感じるのは気持ちがいい。ダイレクトに頭に快楽を伝えているような気がする。

        彩花は自慰をしつつ、凛子にもっと股を開くように指示をした。

        「ひゃっ、ぁあああ」

        凛子は股を大きく広げていたが、彩花の行為にとびきり声を上げた。

        それもそうだろう。カーテンのように割れ目を開いて、小さな若芽を舌でなぞったのだから。機能的に快感を与えるだけという若芽。それを舌で絡みつかせるように触れられれば、たまらないという言葉では足りないと言える。

        「よかった？　ここ。あんまり触れないから、余計にキたかもね」

        彩花がそう言うと、凛子は何度も頷いた。

        「おかしく、なる……あ、ぁああっ」

        自分の感情を伝えようとした言葉は途中であえぎ声に変わる。

        きゅっと彩花が勃起した芽を吸い上げたからだろう。

        凛子の反応は彩花の感度をあおり立てるようにあげていく。

        自分の中がよく分かる。ひくひくとひくついて、絶頂へと上り詰めたい。

        「ねぇ、凛子……ごめん、イッちゃいそう……」

        「あ、あぁん……私もぉ、イくぅ」

        「じゃあ……二人で気持ちよくなろぉ？」

        「う、うんっ！　お願いぃ」

        彩花は片手で自分の蜜壺を刷り上げる。そして凛子の淫靡な先端を強く吸って刺激を与え続けた。指を動かす度に声は漏れる。凛子は声の強弱がありつつも、淫らな声を上げ続ける。もっと、もっと……という押し上げる感情は二人の理性を塗りつぶそうと全身に広がっていく。やがて……強い刺激は限界を乗り越えた。二人は思わず声を上げる。

        「りん、こ……んんぅ。あぁああっ！」

        「彩花ぁ、あやかぁあ！」

        目の前に星が散る。ぱっと白に瞬く綺麗な星だった。

        瞬きする。快楽で頭がとろけてしまいそうだった。

        彩花も凛子も脱力する。彩花は口を動かすのもおぼつかないまま言った。

        「凛子ぉ、大好きぃ」

        「私もぉ大好き……」

        凛子の言葉に彩花はとろけた声で返した。そして二人は折り重なるように抱き合い、そのまま横になる。凛子の豊満な胸に頭を沈み込ませるようにすると、彩花の意識はすぅと失った。

        　

        頭がぼぉとする。

        彩花は急に喉が苦しくなって、咳き込んだ。布団をもそもそとかぶって、ぐずぐずとする鼻下を軽くこすってため息をついた。

        「風邪、うつっちゃったみたいだね……」

        凛子の声が布団越しで聞こえてくる。そろそろと布団から顔を出すと、彩花は頭を横に振った。

        「いいのぉ、好きでシたんだから」

        「でも。そもそも私が誘ったから」

        「いいのぉ。それにこういうのも嫌いじゃないから」

        「え」

        「風邪だから、凛子に甘え放題」

        凛子は困ったように笑う。

        「もう彩花ったら」

        困っているようなのだが、声の響きには喜びが感じられた。

        彩花はゆっくりと起き上がる。体はすっかり回復した様子の凛子は彩花の額に手をやる。

        「熱があるわねぇ。やっぱり」

        「うんー」

        「一応、ちゃんと休めば何とかなるとは思うけど」

        そう言って器を差し出してくる。中身を見るとすりおろしたりんごが入っていた。

        「はい、あーん」

        凛子はりんごをスプーンで掬って、彩花に差し出す。

        そこまでしなくても大丈夫なのにと思いつつ、でも嬉しさがあった。

        愛されているという実感が、じわじわと胸の内から上がってくる。

        「いただきますー」

        彩花は小さく口を開けて、りんごを飲み込むように咀嚼する。

        りんごの蜜の甘さが幸せで、凛子の労りが心にしみる。

        「おいしい……うーん、こんな生活毎日続けば良いなぁ」

        「何を言ってるのよ、駄目よ。これは特別」

        「えー、そうなの？」

        彩花は珍しく子犬のような瞳で見つめると、凛子は照れたように眉をひそめて

        「もー、そんな顔しないの」と彩花の頬を指でつっついた。

        　

        　

        　

        終

        

        　

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        

        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　恋人はかわいい彼女

        　　　　　　　ロマンス文庫編集部

        表紙イラスト　羊毛兎

        発行日　　　　二〇一九年一月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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